夢追い人

「スピードと駆け引きに魅せられて」

吉野　修斗さん（上中条）

インラインスピードスケーティング

世界大会出場

熊谷スポーツ文化公園で

ローラースケートに出会う

　ローラースケートは６歳から始めました。熊谷スポーツ文化公園で誘われたのがきっかけです。小学３、４年生頃から全国大会に出られるようになりました。普段は、スポーツ文化公園で自主練習し、土日は全日本チャンピオンの方と一緒に渡良瀬遊水地などで練習しています。そのおかげで高校生が出場するジュニアの全日本大会で２位を取ることができ、世界大会への切符をつかみました。

オランダでの

世界大会を終えて

　昨年の中国での世界大会に続いて２回目の出場でした。今年はレース運びもうまくいき、良い結果を残せました。目標どおりのレースができた反面、新たな反省点も見つかりました。それはスピードです。

　自分のスピードは時速45キロほどですが、強豪国コロンビアの選手は時速60キロになります。ただ、スケートの魅力はスピードはもちろんですが、実は駆け引きも重要で、とても頭を使うスポーツです。距離は500メートルからマラソンまでがあり、コースも道路を周回するロードや、リンクを使うトラックがあります。種目は鐘が鳴った次の周回での順位で獲得ポイントや脱落者を決めていくものもあったりと多種多様です。競技中は常に相手との駆け引きで、どこで仕掛けるか、どこで力を抜くか、常に相手を見ながら頭で考えています。

目標は

世界チャンピオン

　今後は、アジア大会で確実にメダルを取れるようになり、最終目標は世界チャンピオンになることです。そのためのスピードアップに向けては、筋力や滑り方、ペース配分、まだまだ課題はいっぱいです。高校卒業後は、大学に行ってスケートを続けるか、就職して仕事をしながら続けるか悩みます。いずれにしろ、世界一という目標がありますので、スケートは続けます。もっと多くの人にスケートの魅力を伝えていき、競技としてのローラースケートを始める子どもたちが増えてくれるといいなと思います。
